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1. 平成30年10月期第1四半期の連結業績（平成29年11月1日～平成30年1月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年10月期第1四半期 32,836 8.8 1,747 19.9 1,816 △5.9 1,170 △10.7

29年10月期第1四半期 30,193 7.3 1,456 △23.1 1,930 △3.9 1,311 1.6

（注）包括利益 30年10月期第1四半期　　1,234百万円 （△10.0％） 29年10月期第1四半期　　1,372百万円 （5.3％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

30年10月期第1四半期 59.30 ―

29年10月期第1四半期 66.41 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

30年10月期第1四半期 53,763 35,366 65.6

29年10月期 52,745 34,724 65.7

（参考）自己資本 30年10月期第1四半期 35,277百万円 29年10月期 34,635百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年10月期 ― 0.00 ― 30.00 30.00

30年10月期 ―

30年10月期（予想） 0.00 ― 30.00 30.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成30年10月期の連結業績予想（平成29年11月 1日～平成30年10月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 126,950 3.4 6,810 7.4 7,300 0.2 4,910 0.5 248.72

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年10月期1Q 20,699,800 株 29年10月期 20,699,800 株

② 期末自己株式数 30年10月期1Q 956,720 株 29年10月期 956,720 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年10月期1Q 19,743,080 株 29年10月期1Q 19,743,080 株

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実績
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。また、業績予想の前提条件その他関連する事項につきましてはＰ２「１．当四半期決算に関する定
性的情報　（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご参照ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間（平成29年11月１日から平成30年１月31日）におけるわが国経済は、世界経済の好調

から企業収益が伸び、緩やかな景気回復基調となりました。しかしながら、景気回復の恩恵を家計にもたらす賃金

の上昇は限定的で、個人消費の伸びは緩やかなものとなりました。 

外食産業におきましては、競合他社の積極的な出店による影響や、労働需給ひっ迫に伴う人件費の上昇に加え、

コンビニエンスストアの商品やスーパーの総菜など、付加価値の高い「中食」販売の伸長もあり、引き続き厳しい

環境が続いております。 

当社グループは、新鮮でおいしく、安全なお食事をしていただけるよう、さまざまな取り組みをしてまいりまし

た。平成29年12月には天然魚を加工する「貝塚センター」におきまして、ＨＡＣＣＰ（ハサップ）「レベル１」認

証を受けました。ＨＡＣＣＰは食品製造工程上の危険因子を高度に管理する手法で、大手回転寿司チェーンでは当

社が初めての認証となります。 

どれだけ良質な素材を仕入れても、お客様の口に運ばれるまでに安全性が損なわれ、鮮度が落ちるとムダになり

ます。当社は衛生管理部による日々の安全性のチェックに加え、従業員が商品に直接手で触れないオペレーション

を確立しております。また、出来立ての商品をすばやく提供できる「オーダーレーン」、当社で特許取得済の、商

品を菌やウイルスから守り、鮮度を保つ寿司キャップ「鮮度くん」などを活用し、お客様に安心・安全にお食事い

ただけるよう「見えないところを大切に」商品提供しております。 

当第１四半期連結累計期間におきましても、お客様の満足度を高めるべくさまざまな商品提案を行いました。 

平成29年11月には新しいシリーズのお寿司『竹姫寿司』を新発売いたしました。竹の形をした器にお寿司が入っ

ており、お箸やスプーンですくって食べる商品です。ユニークなデザインがＳＮＳで話題になり、「小さい子ども

がスプーンで食べることができる」とご好評いただいております。 

販売促進面におきましては、平成29年11月に「極上かにフェア」、12月に「冬のかに、ふぐ、神戸牛フェア」、

平成30年１月に「極上とろフェア」を実施いたしました。また、フェアに合わせて人気アニメ「妖怪ウォッチ」、

「ワンピース」のグッズが当たるキャンペーンを実施いたしました。 

店舗開発につきましては、平成29年11月、福岡県福岡市に都市型店舗「博多中州店」をオープンしたのをはじめ

３店舗を新規出店し、台湾子会社「台灣國際藏壽司股份有限公司」におきまして台湾10号店となる「中壢大江店」

１店舗をオープンした結果、当第１四半期連結会計期間末の店舗数は、全て直営で433店舗（「無添蔵」４店舗、

くら天然魚市場１店舗、米国14店舗、台湾10店舗を含む）となりました。 

当第１四半期連結累計期間におきましても積極的な投資を継続いたしました。厨房設備の効率化や店舗の改装・

設備更新など競争力強化のための投資を行いました。今後も引き続き良好な財務内容を背景として、快適な飲食環

境を提供するため、国内外におきまして戦略的な投資を実行してまいります。 

以上の結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は328億36百万円（前年同期比8.8％増）、営業利益17億47百万

円（同19.9％増）、経常利益18億16百万円（同5.9％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は11億70百万円

（同10.7％減）となりました。 

なお、当社グループは飲食事業の単一セグメントであるため、セグメント別の記載を省略しております。 

 

（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末における資産総額は、537億63百万円となり、前連結会計年度末と比較して10億18

百万円増加いたしました。これは、主に現金及び預金が５億51百万円、売掛金が１億58百万円、有形固定資産が２

億53百万円それぞれ増加したこと等によるものであります。

負債につきましては、前連結会計年度末と比較して３億76百万円増加し、183億96百万円となりました。これ

は、主に買掛金が４億23百万円、未払金が２億76百万円、流動負債のその他が２億89百万円それぞれ増加した一方

で、未払法人税等が５億81百万円減少したこと等によるものであります。

純資産につきましては、利益剰余金が５億78百万円増加したこと等により、前連結会計年度末と比較して６億41

百万円増加し、353億66百万円となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成29年12月13日に公表いたしました業績予想につきまして、現在のところ変更はありません。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年10月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成30年１月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 12,840,437 13,391,991 

売掛金 796,389 955,165 

原材料及び貯蔵品 722,181 791,596 

その他 1,312,854 1,258,046 

流動資産合計 15,671,862 16,396,799 

固定資産    

有形固定資産    

建物（純額） 17,048,329 17,197,130 

その他（純額） 10,111,888 10,216,754 

有形固定資産合計 27,160,217 27,413,884 

無形固定資産 355,261 389,582 

投資その他の資産    

長期貸付金 3,752,420 3,768,467 

差入保証金 4,352,538 4,386,630 

その他 1,453,087 1,408,164 

投資その他の資産合計 9,558,046 9,563,262 

固定資産合計 37,073,525 37,366,729 

資産合計 52,745,387 53,763,528 

負債の部    

流動負債    

買掛金 4,536,461 4,959,967 

短期借入金 117,344 120,289 

未払金 4,308,638 4,585,348 

未払法人税等 1,261,678 679,930 

その他 2,652,779 2,942,712 

流動負債合計 12,876,901 13,288,249 

固定負債    

リース債務 2,998,397 2,944,252 

資産除去債務 1,608,083 1,631,113 

その他 537,006 533,219 

固定負債合計 5,143,486 5,108,585 

負債合計 18,020,388 18,396,834 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,005,329 2,005,329 

資本剰余金 2,334,384 2,334,384 

利益剰余金 32,543,626 33,122,061 

自己株式 △2,353,421 △2,353,421 

株主資本合計 34,529,918 35,108,354 

その他の包括利益累計額    

為替換算調整勘定 105,551 169,284 

その他の包括利益累計額合計 105,551 169,284 

新株予約権 89,529 89,056 

純資産合計 34,724,998 35,366,694 

負債純資産合計 52,745,387 53,763,528 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年11月１日 

 至 平成29年１月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年11月１日 
 至 平成30年１月31日) 

売上高 30,193,184 32,836,011 

売上原価 14,024,047 15,094,940 

売上総利益 16,169,137 17,741,070 

販売費及び一般管理費 14,712,310 15,993,754 

営業利益 1,456,827 1,747,316 

営業外収益    

受取利息 14,380 13,774 

受取手数料 92,392 100,305 

為替差益 356,025 － 

物販収入 15,577 34,928 

雑収入 17,902 11,760 

営業外収益合計 496,278 160,768 

営業外費用    

支払利息 12,168 16,549 

為替差損 － 53,427 

物販原価 6,452 18,850 

雑損失 3,671 2,748 

営業外費用合計 22,292 91,576 

経常利益 1,930,813 1,816,508 

特別損失    

固定資産除却損 15,638 13,765 

店舗閉鎖損失 － 16,074 

特別損失合計 15,638 29,840 

税金等調整前四半期純利益 1,915,174 1,786,668 

法人税、住民税及び事業税 517,000 528,500 

法人税等調整額 86,957 87,439 

法人税等合計 603,957 615,940 

四半期純利益 1,311,216 1,170,727 

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,311,216 1,170,727 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年11月１日 

 至 平成29年１月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年11月１日 
 至 平成30年１月31日) 

四半期純利益 1,311,216 1,170,727 

その他の包括利益    

為替換算調整勘定 61,130 63,732 

その他の包括利益合計 61,130 63,732 

四半期包括利益 1,372,347 1,234,460 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 1,372,347 1,234,460 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（セグメント情報）

当社グループは、飲食事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

- 6 -

㈱くらコーポレーション（2695）平成30年10月期第１四半期決算短信（連結）


